
令和2年度の当初予算が決まりました。
一般会計は107億6,847万円で、前年度に比べ
13.9％の増額となっています。
また、特別会計は55億7,200万円、企業会計は
8億6,079万円を計上しています。

物件費

旅費、需用費、委託
料、備品購入費など
の消費的性質をもつ
経費

維持補修費

道路や公共施設など
の維持補修のための
経費

扶助費

社会保障制度の一環
として、児童・高齢者・
障害者・生活困窮者な
どに対する支援に要す
る経費

補助費

町から一部事務組合
や各種団体等に対して
交付するもので、負担
金、補助金、交付金な
どの経費

公債費

町の借金である地方
債の元金と利子を支
払う経費

積立金

財政運営を計画的に
するための基金の積
立に要する経費

貸付金

福祉増進や地域振興
のためのお金の貸付
を行うための経費

人件費

職員給与や議員・非
常勤報酬などの経費

わがまち健康プロジェクト事業

3,770千円
町の健康課題である高血圧予防に重点を置き、
血圧測定や減塩、運動を推進し、地区単位での
健康づくり活動を推進します。また、事業所等
への血圧計購入費に対して助成を行います。

くだもの・やさい産地活性化事業

11,995千円
果樹・園芸の経営に係る初期投資や基
盤整備に対し支援することで、意欲的
に農業に取り組む経営体の育成、確保
を図ります。

海洋センター管理運営費

75,732千円
若狭三方B＆G海洋センター体育館に
ついては、開館から30年が経過し外
壁、屋根及び内部等の傷みが著しい状
況であることから修繕工事を行います。

普通建設事業費

道路、学校などの公共
施設の建設や、用地
取得等に要する経費

繰出金

一般会計から特別会
計、企業会計の間で、
相互に支出する経費

107億6,847万円
■性質別内訳

■行政分野別内訳一般会計

当初予算若狭町

令和2年度

55億7,200万円特別会計

人件費
17億3,472万円

補助費等
21億4,784万円

普通建設事業費
14億9,882万円

公債費
12億7,541万円

繰出金
11億2,378万円積立金

4億4,806万円

物件費
16億2,584万円

扶助費
8億328万円

維持補修費
9,377万円

貸付金
1,390万円

その他　300万円

分　　　野
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
予 備 費

予　算　額
9,249万円

23億4,763万円
23億1,155万円
11億5,763万円

2,243万円
9億8,304万円
5億3,782万円
7億3,342万円
4億649万円
8億9,751万円
12億7,541万円

300万円

伸び率
4.3％
52.5％
1.0％
6.9％
0.0％

△8.5％
183.7％
△1.5％
△4.5％
20.7％
1.7％
0.0％

分　　　野
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
直 営 診 療 所 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
簡易水道事業特別会計
農業者労働災害共済事業特別会計
農業集落排水処理事業特別会計
漁業集落排水処理事業特別会計
公共下水道事業特別会計
町 営 住 宅 等 特 別 会 計
土地開発事業特別会計

予　算　額
18億7,020万円
1億9,239万円
8,773万円

19億9,182万円
2億6,144万円

161万円
4億1,987万円
7,046万円

5億9,187万円
3,411万円
5,045万円

伸び率
2.5％
0.9％

△7.0％
3.7％
64.2％
△1.9％
1.4％
84.0％
8.4％
1.1％

△8.7％

分　　　野
水 道 事 業 会 計
工 業 用 水 道 事 業 会 計
上 中 診 療 所 事 業 会 計

予　算　額
2億8,811万円
4,124万円

5億3,143万円

伸び率
△16.9％
△34.5％
△6.2％

ご紹介！　令和2年度の主な事業

国民健康保険事業や下水道事業のように、保険料や使
用料などの収入で運営していく事業について、その事
業にかかるお金の流れをわかりやすくするために設け
る、一般会計とは別の会計のことです。

特別会計

全体として13.9％の増額になっています。ケーブルテレ
ビネットワーク更新事業等により、総務費が52.5％の増
額、若狭アドベンチャーツーリズム拠点整備事業及び観
光振興基金積立金事業等により、商工費が183.7％の
増額となっています。

歳出
町税収入は0.7％の増額、地方交付税は2.1％の増額、消費
税増税に伴う地方消費税交付金が21.8％の増額、ケーブル
テレビネットワーク更新事業に係る国庫補助金等により国庫
支出金が82.1％の増額、ふるさと応援基金事業寄付金の
見込み増などにより寄付金が78.1％の増額となっています。

歳入
町税などの自主財源に乏しく、歳入の多くを
地方交付税や国県支出金に依存しています。
行財政改革プランを確実に実行しながら、
歳入に見合った歳出を念頭に、持続可能な
健全で安心できる財政運営を目指します。

総論

歳 出

町税
17億3,139万円

地方交付税
38億8,500万円

県支出金
10億5,847万円

国庫支出金
10億2,454万円

町債
8億1,760万円

分担金及び負担金
7,087万円

使用料及び手数料
1億1,403万円

財産収入
7,447万円
寄付金
2億518万円

繰越金　1億円1,500万円

諸収入
3億1,335万円

繰入金
8億5,205万円

地方譲与税／地方消費税交付金
4億4,909万円

その他　5,738万円

歳 入
8億6,079万円企業会計

［数値について］
※広報では、万円単位で表示している関係上、
　端数が一致しない場合があります。

ことばの説明

解説

ケーブルテレビネットワーク
更新事業

845,620千円
三方地域におけるCATV施設・機器等に
ついては、サービス開始から19年が経過
し、MMネットの伝送路施設が老朽化して
いることから、施設の更新を行います。

若狭アドベンチャーツーリズム
拠点整備事業

127,131千円
道の駅「若狭熊川宿」から若狭駒ヶ岳
までを若狭の基幹トレイルとして整備
し、大自然を身近に感じられる空間を
提供します。

北陸新幹線開業に向けた
受入環境支援事業
1,000千円

北陸新幹線敦賀開業に向けた観光地
の魅力アップを図るため、三方五湖周
辺において、近年増加傾向にあるサイ
クリングロードの整備を行います。

財政用語解説！　歳出項目の性質別内訳について
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